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第８号 平成24年７月１日
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発　 行　 所

社会福祉法人
加　須　市
社会福祉協議会
加須市下三俣307番地
T E L  0480 -62 -6451
FAX  0480 -62 -6546
http://www2.kazosyakyo.jp/

加須市
だより社協加須市
だより社協

主 な 内 容
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平成24年度予算・事業計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
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臨時職員募集、義援金・一般寄付、編集後記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

100（とね）の湯がオープンして、６年９ヶ月で20万人を達成しました。これも地域の皆さまに支
えられたおかげです。ありがとうございました。
これからも、地域に密着した営業をしてまいりますので、皆様のご来場を心からお待ちしています。

５月20日、達成記念のセ
レモニーを開催しました。当
日は、市長をはじめ多くの来
賓の方がお越しになりました。
福井良穀さんには、倉上会
長・大橋市長から記念品と花
束が贈られました。

▲上写真後列中央　20万人目の来場者、福井良穀さん(旗井在住)です。

▲当日は、大利根マジッククラブが会場を盛り上げ、
　5月27日は少年少女合唱団の童謡が記念に花を添えました。

100
の
湯
　20
万
人
達
成

100
の
湯
　20
万
人
達
成

第 ８ 号

加須市社協だよりは、共同募金配分金や社協会費を活用して発行されています。
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第８号 平成24年７月１日 第８号平成24年７月１日

平成23年度平成23年度 事業報告事業報告

高齢者
福祉事業
高齢者
福祉事業

児
童

福
祉
事
業

児
童
福
祉
事
業

障がい者
福祉事業
障がい者
福祉事業

介護保険事業介護保険事業

地
域
福
祉
事
業

地
域
福
祉
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
事
業

会費（年額）
１．一般会費……１口 500円 ４．団体会費（通所施設を含む）……１口 5,000円
２．賛助会費……１口 1,000円 ５．特別会費（入所施設を含む）……１口 10,000円
３．協力会費……１口 3,000円

昨年は 16,954,450 円の御協力をいただき、本当にありがとうございました。皆様のおかげで、実
りある福祉事業を実施することができました。今年度も引き続き、地域に密着した事業を実施してまい
りますので、皆様のご協力をよろしくお願いします。

今年も社協会費よろしくお願いします今年も社協会費よろしくお願いします

平成23年度社会福祉事業会計収支決算 （経理区分間繰入金収支については重複するため除いています）

収入の部　399,648千円 支出の部　399,648千円

介護保険等収入
92,033

介護保険等収入
92,033

前年度繰越金
97,388

前年度繰越金
97,388

その他
38,228
その他
38,228

会費
16,957
会費
16,957

寄付金
5,046
寄付金
5,046

補助金
104,116
補助金
104,116

受託金
11,623
受託金
11,623

人件費
159,329
人件費
159,329

当期末支払資金残高
104,867

当期末支払資金残高
104,867

その他
38,757
その他
38,757

助成金
20,914
助成金
20,914

貸付事業等
13,613
貸付事業等
13,613

事業費
38,773
事業費
38,773

事務費
23.395
事務費
23.395

貸付事業等
13,446
貸付事業等
13,446

共同募金配分金
20,811

共同募金配分金
20,811

慰安の旅慰安の旅

ふれあい会食ふれあい会食

高齢者学級高齢者学級

盲導犬教室盲導犬教室

訪問介護（ホームヘルプ）訪問介護（ホームヘルプ）居
宅
介
護
支
援（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）

居
宅
介
護
支
援（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）

通所介護（デイサービス）通所介護（デイサービス）

赤い羽根共同募金（街頭募金）赤い羽根共同募金（街頭募金）

福祉ふれあい広場福祉ふれあい広場

すべって土っ手んすべって土っ手ん

夏の体験プログラム夏の体験プログラム

ボランティアグループ研修ボランティアグループ研修

親子遊び教室親子遊び教室

福祉教育講座福祉教育講座

親子コンサート親子コンサート

フレンドリー（心身障害者交流）フレンドリー（心身障害者交流）

あけぼの園あけぼの園

高齢者
福祉事業
高齢者
福祉事業

児
童

福
祉
事
業

児
童
福
祉
事
業

障がい者
福祉事業
障がい者
福祉事業

介護保険事業介護保険事業

地
域
福
祉
事
業

地
域
福
祉
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
事
業
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テ
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第８号 平成24年７月１日

〜
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
か
り
』

上
野
会
長
に
聞
く
〜

〝『
生
涯
現
役
宣
言
』〞

『
泣
き
言
は
、
言
わ
な
い
』
主
人

と
の
約
束
で
し
た

連
載
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
、
今
回
は
、

騎
西
地
域
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
、

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
か
り
』
の
上
野
千

代
子
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
本
紙
編
集
部
）

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
か
り
』の
設
立
は

上
野
　
昭
和
54
年
、畑
県
政
が
、長
期
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学
を
設
立
し
て
、
そ
れ

に
参
加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を

学
び
、
実
行
す
る
こ
と
を
家
族
に
相
談
。

家
族
に
は
、「
泣
き
言
は
言
わ
な
い
」「
家

事
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
」
の
２
点
を

守
る
こ
と
を
条
件
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
正
式
に

設
立
し
た
の
は
、
昭
和
54
年
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ
名
の
由
来
は

上
野
　
当
時
の
騎
西
町
役
場
社
会
福
祉

課
籠
宮
さ
ん
か
ら
「
や
わ
ら
か
い
ひ
ら

が
な
の
名
称
が
い
い
」
と
の
提
案
を
受

け
て
名
付
け
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
は

上
野
　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の

方
々
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
へ
の

散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
活
動
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
普
段
理

容
店
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
ば
か
り

で
、
大
変
、
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
福
祉
施
設
の
慰
問
や
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、「
藤
ま
つ
り
」
や
「
銀

杏
祭
」
な
ど
地
域
が
主
催
す
る
行
事
へ

の
手
伝
い
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き

り
高
齢
者
へ
の
友
愛
訪
問
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
年
賀
状
の

配
布
、
小
中
学
校
へ
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ

ッ
ト
の
配
布
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
福
祉
施
設
の
慰
問
で
は
、
大

正
琴
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に

な
じ
み
の
曲
が
多
く
、
訪
問
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
の
泉
バ
ザ
ー
で
は
、
献
品

を
募
り
、
販
売
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
自
分
た
ち
で
品
物
を

作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
バ
ザ
ー
以
外

で
も
、お
手
玉
を
作
り
、地
区
の
小
学
校

へ
届
け
て
い
ま
す
。昨
年
は
、双
葉
町
の

皆
様
へ
も
３
０
０
個
お
持
ち
し
ま
し
た
。

収
益
活
動
は

上
野
　
地
域
が
主
催
す
る
行
事
で
、
毎

年
、
味
噌
お
で
ん
を
作
っ
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
味
が
大
好
評
で
す
。

収
益
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

わ
が
街
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

わ
が
街
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

付
し
て
い
ま
す
。

思
い
出
に
残
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

上
野
　
数
十
年
前
、
大
宮
か
ら
５
０
０

人
が
歩
け
歩
け
大
会
で
、
藤
祭
り
に
来

た
際
、
当
時
の
中
央
公
民
館
で
、
お
茶

の
接
待
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と

は
、
み
ん
な
の
誇
り
と
し
て
、
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
昨
年
、
双
葉
町
の
皆
様

の
前
で
大
正
琴
の
演
奏
を
披
露
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。「
北
国
の
春
」
を

演
奏
す
る
と
、
故
郷
を
思
い
出
し
、
感

涙
に
む
せ
ぶ
人
も
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
胸
が
つ
ま
り
ま
し
た
。

夢
や
モ
ッ
ト
ー
は

上
野
　「
夢
は
街
ぐ
る
み
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
。
モ
ッ
ト
ー

は
生
涯
現
役
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
、
年
金

を
人
の
た
め
に
使
う
こ
と
で
す
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
を
輝
か
せ
て
経
験
、
夢
、
モ
ッ
ト

ー
を
語
っ
て
下
さ
っ
た
上
野
さ
ん
に
、

こ
ち
ら
が
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

ボランティアひかり
上野千代子会長
ボランティアひかり
上野千代子会長

第８号平成24年７月１日

平成24年度事業計画平成24年度事業計画
【運営方針】
社協は、「社会福祉を目的とする者」と「社会福祉に関する活動を行う者」
が参加する公益性の高い非営利・民間の福祉団体として、その使命と経営理
念を実現するために、次に掲げる組織運営を行います。
⑴地域に開かれた組織として、運営の透明性、中立性と公平性の確保を図る
とともに、情報公開や説明責任を果たします。
⑵事業の展開にあたっては、住民参加を徹底します。
⑶事業の効果測定やコスト把握などの事業評価を適切に行い、効果的で効率
的な自立した経営を行います。
⑷全ての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守します

【経営理念】
⑴住民参加・協働による福
祉社会の実現
⑵地域における利用者本位
の福祉サービスの実現
⑶地域に根ざした総合的な
支援体制の実現
⑷地域の福祉ニーズに基づ
く先駆的な取り組みへの
たゆみない挑戦

【
実
施
事
業
概
要
】

高
齢
者
福
祉
事
業

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
地
域
交
流
事

業
（
会
食
サ
ー
ビ
ス
）

・ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問
事
業（
配

食
サ
ー
ビ
ス
）

・
敬
老
会
の
開
催

・
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
開
催

・
生
き
生
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

児
童
・
母
子
福
祉
事
業

・
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　サ
ー
ビ
ス
事
業

・
ひ
と
り
親
子
の
つ
ど
い
事
業

・
未
就
学
児
親
子
教
室
事
業

・
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

障
が
い
者
福
祉
事
業

・
手
話
奉
仕
員
・
通
訳
者
養
成
講
座

・
障
が
い
児
親
子
の
つ
ど
い
事
業

・
重
度
心
身
障
が
い
児
・
者
友
愛
慰
問

事
業

・
障
が
い
者
交
流
事
業

地
域
福
祉
事
業

・
社
協
会
員
増
強
運
動
の
展
開

・
社
会
福
祉
推
進
大
会
の
開
催

・
福
祉
資
金
、
高
額
療
養
費
つ
な
ぎ
資

金
貸
付
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
支
援
事
業

・
車
い
す
同
乗
車
両
貸
出
事
業

・
福
祉
用
具
貸
出
事
業

・
福
祉
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開
催

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　（あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

・
福
祉
教
育
推
進
事
業

・
福
祉
協
力
校
活
動
助
成
事
業

介
護
保
険
事
業

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
の
経
営

・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
経
営

そ
の
他

・
加
須
市
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

あ
け
ぼ
の
園
の
管
理
運
営

・
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
加
須
市

地
区
事
業
へ
の
協
力

・
埼
玉
県
共
同
募
金
会
加
須
市
支
会
事

業
へ
の
協
力

収入の部　421,707千円 支出の部　421,707千円

介護保険等
97,857
介護保険等
97,857

前年度繰越金
90,518

前年度繰越金
90,518

その他
56,107
その他
56,107

会費
16,954
会費
16,954

寄付金
800
寄付金
800

補助金
107,347
補助金
107,347

受託金
13,462
受託金
13,462

貸付事業等
19,240
貸付事業等
19,240

共同募金配分金
19,422

共同募金配分金
19,422

人件費
175,824
人件費
175,824

当期末支
払資金残高
52,760

当期末支
払資金残高
52,760

その他
72,411
その他
72,411

助成金
22,428
助成金
22,428貸付事業等

20,800
貸付事業等
20,800

事業費
50,279
事業費
50,279

事務費
27,205
事務費
27,205

平成24年度社会福祉事業会計収支予算 （経理区分間繰入金収支については重複するため除いています）
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第８号 平成24年７月１日

〜
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
か
り
』

上
野
会
長
に
聞
く
〜

〝『
生
涯
現
役
宣
言
』〞

『
泣
き
言
は
、
言
わ
な
い
』
主
人

と
の
約
束
で
し
た

連
載
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
、
今
回
は
、

騎
西
地
域
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
、

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
か
り
』
の
上
野
千

代
子
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
本
紙
編
集
部
）

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
か
り
』の
設
立
は

上
野
　
昭
和
54
年
、畑
県
政
が
、長
期
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学
を
設
立
し
て
、
そ
れ

に
参
加
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を

学
び
、
実
行
す
る
こ
と
を
家
族
に
相
談
。

家
族
に
は
、「
泣
き
言
は
言
わ
な
い
」「
家

事
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
」
の
２
点
を

守
る
こ
と
を
条
件
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
正
式
に

設
立
し
た
の
は
、
昭
和
54
年
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ
名
の
由
来
は

上
野
　
当
時
の
騎
西
町
役
場
社
会
福
祉

課
籠
宮
さ
ん
か
ら
「
や
わ
ら
か
い
ひ
ら

が
な
の
名
称
が
い
い
」
と
の
提
案
を
受

け
て
名
付
け
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容
は

上
野
　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の

方
々
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
へ
の

散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
活
動
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
普
段
理

容
店
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
ば
か
り

で
、
大
変
、
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
福
祉
施
設
の
慰
問
や
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、「
藤
ま
つ
り
」
や
「
銀

杏
祭
」
な
ど
地
域
が
主
催
す
る
行
事
へ

の
手
伝
い
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き

り
高
齢
者
へ
の
友
愛
訪
問
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
年
賀
状
の

配
布
、
小
中
学
校
へ
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ

ッ
ト
の
配
布
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
福
祉
施
設
の
慰
問
で
は
、
大

正
琴
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に

な
じ
み
の
曲
が
多
く
、
訪
問
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
の
泉
バ
ザ
ー
で
は
、
献
品

を
募
り
、
販
売
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
自
分
た
ち
で
品
物
を

作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
バ
ザ
ー
以
外

で
も
、お
手
玉
を
作
り
、地
区
の
小
学
校

へ
届
け
て
い
ま
す
。昨
年
は
、双
葉
町
の

皆
様
へ
も
３
０
０
個
お
持
ち
し
ま
し
た
。

収
益
活
動
は

上
野
　
地
域
が
主
催
す
る
行
事
で
、
毎

年
、
味
噌
お
で
ん
を
作
っ
て
い
ま
す
。

手
作
り
の
味
が
大
好
評
で
す
。

収
益
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

わ
が
街
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

わ
が
街
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

付
し
て
い
ま
す
。

思
い
出
に
残
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

上
野
　
数
十
年
前
、
大
宮
か
ら
５
０
０

人
が
歩
け
歩
け
大
会
で
、
藤
祭
り
に
来

た
際
、
当
時
の
中
央
公
民
館
で
、
お
茶

の
接
待
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と

は
、
み
ん
な
の
誇
り
と
し
て
、
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
昨
年
、
双
葉
町
の
皆
様

の
前
で
大
正
琴
の
演
奏
を
披
露
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。「
北
国
の
春
」
を

演
奏
す
る
と
、
故
郷
を
思
い
出
し
、
感

涙
に
む
せ
ぶ
人
も
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら

も
胸
が
つ
ま
り
ま
し
た
。

夢
や
モ
ッ
ト
ー
は

上
野
　「
夢
は
街
ぐ
る
み
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
。
モ
ッ
ト
ー

は
生
涯
現
役
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
、
年
金

を
人
の
た
め
に
使
う
こ
と
で
す
」

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
を
輝
か
せ
て
経
験
、
夢
、
モ
ッ
ト

ー
を
語
っ
て
下
さ
っ
た
上
野
さ
ん
に
、

こ
ち
ら
が
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

ボランティアひかり
上野千代子会長
ボランティアひかり
上野千代子会長

第８号平成24年７月１日

平成24年度事業計画平成24年度事業計画
【運営方針】
社協は、「社会福祉を目的とする者」と「社会福祉に関する活動を行う者」

が参加する公益性の高い非営利・民間の福祉団体として、その使命と経営理
念を実現するために、次に掲げる組織運営を行います。
⑴地域に開かれた組織として、運営の透明性、中立性と公平性の確保を図る
とともに、情報公開や説明責任を果たします。

⑵事業の展開にあたっては、住民参加を徹底します。
⑶事業の効果測定やコスト把握などの事業評価を適切に行い、効果的で効率
的な自立した経営を行います。

⑷全ての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守します

【経営理念】
⑴住民参加・協働による福
祉社会の実現

⑵地域における利用者本位
の福祉サービスの実現

⑶地域に根ざした総合的な
支援体制の実現

⑷地域の福祉ニーズに基づ
く先駆的な取り組みへの
たゆみない挑戦

【
実
施
事
業
概
要
】

高
齢
者
福
祉
事
業

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
地
域
交
流
事

業
（
会
食
サ
ー
ビ
ス
）

・ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問
事
業（
配

食
サ
ー
ビ
ス
）

・
敬
老
会
の
開
催

・
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
開
催

・
生
き
生
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

児
童
・
母
子
福
祉
事
業

・
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　サ
ー
ビ
ス
事
業

・
ひ
と
り
親
子
の
つ
ど
い
事
業

・
未
就
学
児
親
子
教
室
事
業

・
親
子
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

障
が
い
者
福
祉
事
業

・
手
話
奉
仕
員
・
通
訳
者
養
成
講
座

・
障
が
い
児
親
子
の
つ
ど
い
事
業

・
重
度
心
身
障
が
い
児
・
者
友
愛
慰
問

事
業

・
障
が
い
者
交
流
事
業

地
域
福
祉
事
業

・
社
協
会
員
増
強
運
動
の
展
開

・
社
会
福
祉
推
進
大
会
の
開
催

・
福
祉
資
金
、
高
額
療
養
費
つ
な
ぎ
資

金
貸
付
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
等
貸
付
支
援
事
業

・
車
い
す
同
乗
車
両
貸
出
事
業

・
福
祉
用
具
貸
出
事
業

・
福
祉
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開
催

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　（あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

・
福
祉
教
育
推
進
事
業

・
福
祉
協
力
校
活
動
助
成
事
業

介
護
保
険
事
業

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
の
経
営

・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
経
営

そ
の
他

・
加
須
市
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

あ
け
ぼ
の
園
の
管
理
運
営

・
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
加
須
市

地
区
事
業
へ
の
協
力

・
埼
玉
県
共
同
募
金
会
加
須
市
支
会
事

業
へ
の
協
力

収入の部　421,707千円 支出の部　421,707千円

介護保険等
97,857
介護保険等
97,857

前年度繰越金
90,518

前年度繰越金
90,518

その他
56,107
その他
56,107

会費
16,954
会費
16,954

寄付金
800
寄付金
800

補助金
107,347
補助金
107,347

受託金
13,462
受託金
13,462

貸付事業等
19,240
貸付事業等
19,240

共同募金配分金
19,422

共同募金配分金
19,422

人件費
175,824
人件費
175,824

当期末支
払資金残高
52,760

当期末支
払資金残高
52,760

その他
72,411
その他
72,411

助成金
22,428
助成金
22,428貸付事業等

20,800
貸付事業等
20,800

事業費
50,279
事業費
50,279

事務費
27,205
事務費
27,205

平成24年度社会福祉事業会計収支予算 （経理区分間繰入金収支については重複するため除いています）
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第８号 平成24年７月１日

4月から生き生きサークル事業はじめました4月から生き生きサークル事業はじめました

加須市赤十字奉仕団 団員募集加須市赤十字奉仕団 団員募集

あけぼの園送迎サービスあけぼの園送迎サービス

あけぼの園では、この４月から、新たに福祉車
両２台を導入して、利用者の送迎サービスを開始
しました。この新型車両には、リフトが装備され
ており、車いすに乗ったままでも、安心して乗り
降りすることが出来ます。現在、加須市内の３コ
ースを、30～ 40分ほどかけながら、家庭と事
業所の往復に奔走しています。これからも、だれ
もが安心してサービスを利用できるよう安全運転
につとめてまいります。
お問合せ先・申込み　あけぼの園

「赤十字奉仕団」とは、災害救護活動など赤十
字の活動を支えるボランティアです。
日頃、人や社会に貢献するため救急法等の普及、

災害救護活動、募金活動、青少年赤十字普及・育
成活動、福祉施設等でのボランティア、赤十字の
イベントへの協力、学習会などのボランティア活
動を行っています。
皆様も、赤十字奉仕団の団員としてボランティ

ア活動に参加してみませんか。学生から一般の方
など年齢や性別などは問いません。
赤十字奉仕団の活動に興味のある方の参加をお

待ちしております。
お問合せ先・申込み　各支所へ

生き生きサークル事業は、65歳以上の方で、日中
一人で過ごす事が多い高齢者を対象に、友達づくりや
生きがいを見つけていただく介護予防事業です。
健康体操・ゲーム・手工芸・園芸等の活動を行い、

皆さんが楽しく参加されています。手工芸は、参加者
の皆さんがお互いに教え合いながら作品づくりを行っ
ています。また園芸では除草から始めて、さつまいも
やカボチャを精魂込めて育てています。午後には、仲
間と一緒に温泉に入り、充実した日々を送っています。
参加者の方からは「心も体も元気になります。」と

の声も多く頂いています。これからも楽しく元気に過
ごしていただけるようなプログラムを考えてまいりま
す。

第８号平成24年７月１日

見本

福祉人
２
年
前
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

改
選
で
、
合
併
新
市
２
代
目
の
会
長

に
選
出
さ
れ
、
市
内
２
３
５
人
の
民

生
委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
ト
ッ
プ

に
就
任
し
た
。
旧
大
利
根
町
で
、
平

成
４
年
に
委
嘱
を
受
け
、
約
20
年
、

民
生
委
員
を
務
め
て
い
る
。
民
生
委

員
に
な
り
た
て
の
頃
は
、
現
役
の
会

社
員
で
、
有
給
休
暇
を
使
い
地
域
福

祉
活
動
に
励
ん
で
い
た
。

会
長
に
就
任
す
る
時
、
不
安
よ
り

も
地
域
福
祉
を
発
展
さ
せ
た
い
と
い

う
気
持
ち
の
方
が
強
か
っ
た
。
旧
一

市
三
町
で
築
き
上
げ
た
民
生
委
員
活

動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
、

新
し
い
発
想
も
取
り
入
れ
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
底
上
げ
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

児
童
の
虐
待
防
止
、
高
齢
者
の
安

否
確
認
等
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
範
囲
も
広
い
。
こ
こ
数
年
、
所

在
不
明
の
高
齢
者
や
単
身
生
活
者
の

「
わ
が
街
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

続
く
新
連
載
と
し
て
、
福
祉
団

体
の
代
表
や
地
域
福
祉
の
分
野

で
活
躍
中
の
方
々
の
横
顔
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
題
し
て
「
福

祉
人
」。
１
回
目
は
、
加
須
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

会
長
の
大
塚
稔
さ
ん
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

自然豊かな群馬で甘い桃狩りを親子で楽しみま
せんか？
月夜野びーどろパークで絵付け体験、人気の道

の駅川場田園プラザ見学も予定。皆さんのご参加
をお待ちしています。
とき　平成24年７月28日（土）
行き先　原田農園（群馬県沼田市）他
集合場所　加須市社会福祉協議会北川辺支所
出発時間　８時30分

対象者　障がい児・者とその家族
参加費　大人　3,000円（高校生以上）
小人　1,500円（但し、３歳未満は無料）
※昼食代、桃狩り代金が含まれます。
申込方法　７月13日（金）までに北川辺支所に
参加費を添えてお申込み下さい。
定員　40名
お問合せ先・申込み　北川辺支所

社協では毎年度、歳末たすけあい募金を原資と
し、歳末支援金等を支給する歳末たすけあい運動
を展開しています。
そこで、特に昨年度は、歳末支援金の支給のほか、

平成23年３月11日に発生した東日本大震災に伴
う甚大な被害に対し、旧騎西高校への避難者を除
いた加須市内の避難者の方へ、平成24年３月１
日～ 15日の間に１人につき3000円分の『絆サ
ポート券』を166世帯の方に直接、お渡ししました。

今回、避難者の方に『絆サポート券』を加須市内
で使用して頂くことにより、市民との交流の機会
を増やし、絆を深めるとともに、加須市内の地域活
性化に繋がればと思い事業を実施しました。
なお、今回の避難
者の方の情報は、社
協の要請にもとづき、
加須市より提供いた
だいたものです。

お知らせ
コーナー

孤
独
死
な
ど
、
希
薄
化
し
た
地
域
社

会
を
反
映
し
た
事
件
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
し
、
地
域
福
祉
の
最
前
線
に
立

つ
民
生
委
員
へ
の
期
待
は
高
い
。

一
方
で
、
個
人
情
報
保
護
法
の
施

行
以
来
、
住
民
情
報
の
入
手
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
現
状
を
把

握
す
る
上
で
も
、
情
報
提
供
を
拒
否

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
、
民
生
委
員

活
動
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。

「
個
々
の
民
生
委
員
が
、
日
頃
か

ら
地
域
に
目
を
配
り
、
住
民
と
の
信

頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
必
要
な
情
報
は

得
ら
れ
る
。
個
人
情
報
保
護
を
理
由

に
、
活
動
が
萎
縮
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
あ
く
ま
で
も
前
向
き
だ
。

愛
用
の
民
生
委
員
手
帳
は
、
黒
ボ

ー
ル
ペ
ン
で
、
び
っ
し
り
予
定
が
書

き
込
ま
れ
て
い
る
。
余
白
が
で
き
る

日
は
、
当
分
訪
れ
そ
う
も
な
い
。

民生委員活動20年　加須市民生委員・児童委員協議会会長

大塚　稔さん （69歳）

東日本大震災被災者支援事業報告東日本大震災被災者支援事業報告

親子さわやかバスハイク親子さわやかバスハイク



7

第８号 平成24年７月１日

4月から生き生きサークル事業はじめました4月から生き生きサークル事業はじめました

加須市赤十字奉仕団 団員募集加須市赤十字奉仕団 団員募集

あけぼの園送迎サービスあけぼの園送迎サービス

あけぼの園では、この４月から、新たに福祉車
両２台を導入して、利用者の送迎サービスを開始
しました。この新型車両には、リフトが装備され
ており、車いすに乗ったままでも、安心して乗り
降りすることが出来ます。現在、加須市内の３コ
ースを、30～ 40分ほどかけながら、家庭と事
業所の往復に奔走しています。これからも、だれ
もが安心してサービスを利用できるよう安全運転
につとめてまいります。
お問合せ先・申込み　あけぼの園

「赤十字奉仕団」とは、災害救護活動など赤十
字の活動を支えるボランティアです。
日頃、人や社会に貢献するため救急法等の普及、

災害救護活動、募金活動、青少年赤十字普及・育
成活動、福祉施設等でのボランティア、赤十字の
イベントへの協力、学習会などのボランティア活
動を行っています。
皆様も、赤十字奉仕団の団員としてボランティ

ア活動に参加してみませんか。学生から一般の方
など年齢や性別などは問いません。
赤十字奉仕団の活動に興味のある方の参加をお

待ちしております。
お問合せ先・申込み　各支所へ

生き生きサークル事業は、65歳以上の方で、日中
一人で過ごす事が多い高齢者を対象に、友達づくりや
生きがいを見つけていただく介護予防事業です。
健康体操・ゲーム・手工芸・園芸等の活動を行い、

皆さんが楽しく参加されています。手工芸は、参加者
の皆さんがお互いに教え合いながら作品づくりを行っ
ています。また園芸では除草から始めて、さつまいも
やカボチャを精魂込めて育てています。午後には、仲
間と一緒に温泉に入り、充実した日々を送っています。
参加者の方からは「心も体も元気になります。」と

の声も多く頂いています。これからも楽しく元気に過
ごしていただけるようなプログラムを考えてまいりま
す。
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の駅川場田園プラザ見学も予定。皆さんのご参加
をお待ちしています。
とき　平成24年７月28日（土）
行き先　原田農園（群馬県沼田市）他
集合場所　加須市社会福祉協議会北川辺支所
出発時間　８時30分

対象者　障がい児・者とその家族
参加費　大人　3,000円（高校生以上）
小人　1,500円（但し、３歳未満は無料）
※昼食代、桃狩り代金が含まれます。
申込方法　７月13日（金）までに北川辺支所に
参加費を添えてお申込み下さい。
定員　40名
お問合せ先・申込み　北川辺支所

社協では毎年度、歳末たすけあい募金を原資と
し、歳末支援金等を支給する歳末たすけあい運動
を展開しています。
そこで、特に昨年度は、歳末支援金の支給のほか、

平成23年３月11日に発生した東日本大震災に伴
う甚大な被害に対し、旧騎西高校への避難者を除
いた加須市内の避難者の方へ、平成24年３月１
日～ 15日の間に１人につき3000円分の『絆サ
ポート券』を166世帯の方に直接、お渡ししました。

今回、避難者の方に『絆サポート券』を加須市内
で使用して頂くことにより、市民との交流の機会
を増やし、絆を深めるとともに、加須市内の地域活
性化に繋がればと思い事業を実施しました。
なお、今回の避難
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「ひとつのことがきっかけで、新たな出会いや発見をする」。日常の中に、ごく普通にありそうなこ
とですが、意外とありそうでなかったり、気付かないで見過ごしてしまっていることのほうが多いか
もしれません。あけぼの園では送迎サービスが始まって早２ヶ月。利用者や家族の方々と交わす毎日
の挨拶や会話を通して、今まで見たことのない表情や聞いたことのない話など、その日その日が新た
な出会いや発見の連続で、ワクワクドキドキしています。 （K記）

編集後記編集後記

社協連絡先一覧社協連絡先一覧

災害義援金にご協力ありがとうございました災害義援金にご協力ありがとうございました

ご厚意ありがとうございましたご厚意ありがとうございました

北川辺デイサービスセンター
【デイサービス運転手】
時給：1,000円 資格：普通自動車運転免許
勤務時間：4時間程度（8：30～ 10：30、15：30～ 17：15）
年齢：63歳未満の方
【デイサービス介護員】
時給：930円 資格：ヘルパー 2級以上
勤務時間：週30時間程度（8：30～ 17：15）※シフト制
年齢：60歳未満の方
ヘルパーステーション （加須事業所・騎西事業所・北川辺事業所）

【登録ヘルパー】
時給：1,150円 資格：ヘルパー 2級以上　普通自動車運転免許
勤務時間：要相談 必要書類：①資格証明書の写し　②履歴書（様式不問）
年齢：60歳未満の方 お問合せ先・申込み：加須本所、騎西支所、北川辺支所

臨時職員募集臨時職員募集

募集人数

各職種

若干名

（平成24年6月1日現在）

（5月31日現在）

 
義援金等の合計額

 東日本大震災義援金 双葉町への支援金

  32,595,997円 738,853円

 氏名・団体名（順不同・敬称略） 金額
宝月企画 (加須地域) 29,771円
加須市ダンス連盟 (加須地域) 30,000円
コンビニエンスストアコスモス南篠崎店 (加須地域) 2,164円
第31回加須市民チャリティーゴルフ大会 (加須地域) 196,901円
河野雪雄 (騎西地域) 10,000円

TEL 0480-62-6451
FAX 0480-62-6546
TEL 0480-73-2341
FAX 0480-73-3516
TEL 0280-62-4000
FAX 0280-62-4766
TEL 0480-72-5069
FAX 0480-72-1716
TEL 0480-63-2010
FAX 0480-63-0720

〒347-0007
加須市下三俣307番地
〒347-0104
加須市根古屋633番地2
〒349-1201
加須市柳生50番地1
〒349-1133
加須市琴寄903番地
〒347-0011
加須市北小浜800番地1

加須本所

騎西支所

北川辺支所

大利根支所

あけぼの園

各講座、イベント、申し込み問
合せについては、土、日、祝日
を除いて、午前８時30分から午
後５時15分まで、次のとおり本
所、各支所の窓口で受付いたし
ます。どうぞご連絡をお待ちし
ております。

社協一般寄付（平成24年２月28日～平成24年６月８日）

 氏名・団体名（順不同・敬称略） 金額・物品
結の会 （北川辺地域） 10,000円
㈶渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団 （北川辺地域） 70,000円
狩野　隆治 （大利根地域） 3,305円
(匿名) （大利根地域） 3,600円
(匿名) （大利根地域） 車両昇降台
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発　 行　 所

社会福祉法人
加　須　市

社会福祉協議会
加須市下三俣307番地
T E L  0480 -62 -6451
FAX  0480 -62 -6546
http://www2.kazosyakyo.jp/

加須市
だより社協加須市
だより社協

主 な 内 容
平成23年度決算・事業報告・社協会費のお願い ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2~3
平成24年度予算・事業計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
わが街ボランティア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
福祉人、東日本大震災被災者支援事業報告、親子さわやかバスハイク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6
あけぼの園送迎サービス、加須市赤十字奉仕団団員募集、生き生きサークル事業はじめました ・・・ 7
臨時職員募集、義援金・一般寄付、編集後記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

100（とね）の湯がオープンして、６年９ヶ月で20万人を達成しました。これも地域の皆さまに支
えられたおかげです。ありがとうございました。
これからも、地域に密着した営業をしてまいりますので、皆様のご来場を心からお待ちしています。

５月20日、達成記念のセ
レモニーを開催しました。当
日は、市長をはじめ多くの来
賓の方がお越しになりました。
福井良穀さんには、倉上会
長・大橋市長から記念品と花
束が贈られました。

▲上写真後列中央　20万人目の来場者、福井良穀さん(旗井在住)です。

▲当日は、大利根マジッククラブが会場を盛り上げ、
　5月27日は少年少女合唱団の童謡が記念に花を添えました。

100
の
湯
　20
万
人
達
成

100
の
湯
　20
万
人
達
成

第 ８ 号

加須市社協だよりは、共同募金配分金や社協会費を活用して発行されています。


